
したがって,Qを含まない同格構造の場合と同

様,①の ｢三冊｣は後置できない,すなわち,②

は③の ｢三冊｣が後置されたもの,とみるべきで

あろう｡このように考えれば,⑥についての直観

も説明できる｡なお,⑤はノ句の形になれば後置

できる｡

@ チョムスキーが釆Elしたよ,有名な

言語学者の｡

く注3〉 Harada(1976)では,QFは表層の主語

からだけではなく.-tcyclicsubject"- つまり,

ある文を生成する過程の中のあるサイクルの終り

において主語だったNp- からも可能であると

している｡

く注4〉 80X31)について語順をいれかえると,次の

ように等位構造と同形になる｡

① a 兵士とゲリラが戦っているよ.

四五人｡

b 女性と男性が踊ったよ,三人｡

これは,それぞれ,｢兵士とゲリラ｣が会わせて

四五人,｢女性と男性｣が会わせて三人と解釈しう

る｡興味深い現象だが,議論の本筋からはずれる

ので,ここでは扱わない｡

く注5〉 この文が不自然なのは,もとになる正正

文

① ?男の子が三人女の子を四人いじめて

いるよ｡

がすわりの悪い文であるためだろう｡このよう

に同じ文の中でQFが二回起こると不自然な文が生

じるようである｡

〈注6〉 この文は ｢六人の男の子｣のうち｢五人｣

をいじめたという意味 (奥津 (1983)のいう ｢部

分散見｣)であれば適格である｡

く注7) この文も ｢三人の若者のうち二人がほれ

た｣という部分数畳の意味を表す文としては適格

である｡
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文章における意味の連接

1.文連溝の方法

文章には,さまざまな ｢意味｣が集まっている｡文

章は,数多くの語句,文,段落といった連接対象の集

合であり,それらの有する ｢意味｣の集合体とみるこ

とができる｡従って,文章の ｢意味｣の給体を肥える

には,すべての連接対象に関する迎接の方向と連接の

方法を扱えばよい｡

平 揮 洋 一

迎接の方向としては,順接.逆接.並列,添加.逮

釈,転換,補足,まとめ,比軌 例示,同内容,対立,

連想などがある｡同内容型には,指示語型,代名詞型,

同一語型.文反復型,類概念型,代入型などを考慮す

る必要がありそうだ｡この同内容型というのは,連接

する対象の前項の ｢意味｣と同一またはきわめてそれ

に近いものを後項が受ける形で迎接していく場合をい
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う｡これに対し.対立型というのは.前項の ｢意味｣

と対立するものを後項が受ける形で迎接してい(場合

をいい.同一語型,対立語型,文対立型などの迎接方

向がある｡

迎接方法というのは,相原林司氏の r文章表現の･基

礎的研究Jによれば ｢どのような種頬の言薬を用いて

前項と後項をつなぐか,ということ｣であり,氏は接

続網による連接,指示語による迎接,名辞による迎接

(先行する文に用いられた,ある一定の語句を後続の文

にも反復使用して,その間の意味的なつながりを明ら

かにする方法),連用形による連接や内容による迎接

を挙げている｡

連接方法とは,いかなる性格のことばを使って前項

と後項を連接するかというつなぎ方であるから.｢文

法的意味｣が重視されるとみなければならか ､｡ 相原

氏の指摘されたほかにも,いろいろな迎接の方法が観

察される｡形容動詞連語型,代名詞型,副助詞型,過

体修飾型.あるいは;つなぎことばの明示されない滞

在型としての名詞型や同一文型などが,それである｡

一例を示そう｡

2.句点文の連捷

語と語の迎接か,単位文と単位文の迎接か,句点文

(句点をもつ文)と句点文の連接かなど,迎接対象によ

って連接方向と連接方法が大きく追ってくるので.こ

こでは句点文の迎接のみを問題にすることにする｡引

用本文は二葉亭四迷 r浮雲J (日本近代文学大系4.角

川沓店)である｡ただし,一部表記を変えたほか,文

番号を ()で.段落番号を 〔)で示した｡
I.I_.I)

〔1〕(1)千早振る神無月も倣早跡二日の除披となツ
tl}r=

た甘八日の午後三時頃に,神田見附の内より,途渡

る蛾,散る蜘妹の子とうようよぞよぞよ沸出で･来
Lは>ひ -)'..

るのは,執れも頚を気にし給ふ方々｡(2)しかし熱々

見て鱒と点検すると,是れにも種々械類のあるもの
=̂

で,まづ髭から番立てれば,口髭,頬絡 髄の艶,

基に鼻起した釜歳蓋髭に,静の口めいた昆JET鶏･ke己,
むL,I.

そのほか娩 琵髭.絡髭,ありやなしやの幻の艶と.
･lI r.〟

浪くも淡くもいろいろに生分る｡(3)光に続いて差ひ

のあるのは嵐 oh%(き伯 本屋仕込みの錫 っ くめには
仏蘭西皮の靴の配偶はありうち,之を召す方様の鼻

毛は延びて輯蛤も釣るべLといふ｡(5)是れよ･滴 っ

ては,背披よると枕詞の付く ｢スコッチ｣の背広に

ゴリゴリするほどの牛の毛皮靴,そこで蝕にお餅を
亡や か{のこづLt人 っ8
絶きぬ所から泥に尾を曳く亀甲洋袴.いづれも釣し

んほうの善愚を今に脱せぬ綴符,デも持主は得意な

r.I: I,i l&
もので.髭あり服あ.J我また芙をか電めんと済した

顔色で.火をくれた朱晶と崖等ッてお帰･)遊ばす.イ

ヤお萩しいことだ｡(6)其後より続いてお出でなさる

は乱れも胡麻塩頭,弓と曲げても張の弱い腰に無残
j.■'Jき

や空弁当を振垂げてヨタヨタものでお帰りなさる｡

(7)さては老朽しても流石はまだ職に堪へるものか,

しかし日本服でも勤められるお身の上.さりとはま

たお気の毒な｡

(1)と(2)を迎接しているのは ｢しかし｣と ｢足れ｣で

ある｡｢しかし｣は,連接方向が逆接乳 連接方法が接

続詞 ･接続詞的連語型の連接.｢足れ｣は迎接方向が同

内容型の中の指示語型,迎接方法が代名詞型の連接で

ある｡(2)と(3)の連接語は ｢髭｣で,これは方向が同内

容型の同一語型,方法が名詞 ･名詞的述語型である｡

｢しかし｣や｢是れ｣が明示型の連接語であるのに対し.

｢髭｣は滞在型のそれということになる｡

(4)の文の重要語句は ｢異物づくめ｣と ｢†ム蘭西皮の

靴｣と ｢鼻毛｣の三つ,いずれも前文(3)の ｢崩 ｣を

受けている｡このような迎接方向を類概念型と呼んで

おきたい｡連接方法は名詞 ･名詞的連語型である｡｢果

物づくめ｣は,明治10年9月の太政官達第65号 ｢官吏

通常礼服二換用ノ服制｣の規定｢助奏任官大礼服ノ儀上

下衣袴 トモ黒羅紗地金飾章ノ大礼服弟用可政事｣｢官

吏通常礼服着用ノ場合-黒若シク-紺色ノ上服 (英語

フロックコー ト)ヲ以テ換用スルヲ得-シ｣によって

流行した服装｡｢白木屋仕込み｣とある白木屋の洋服部

の開業は明治19年10月のことである｡

(4)の ｢方様｣は(1)の ｢方々｣の頬概念型,｢舟毛｣

は(3)の ｢髭｣を受ける連想型の迎接である｡(5)の ｢足

れ｣は,この｢鼻毛｣を受けているのではなく,｢方様｣

つまり.白木屋仕込みの果物づ(めに仏術西皮の靴と

いう毅先端の身なりをした官吏を受けている迎接語｡

｢是れより降っては｣は,この人達より格が一段落ちる

と,の意であるから,迎接方向は ｢まして,ことに,

それより,そのかわ()｣ほど明確ではないにせよ比較

型の機能を有しているとみるべきだろう｡このほか(5)

には,対立語型の連接もみられる｡(4)の白木屋仕込み

の禁物づ くめと仏蘭西皮の靴に対し.(5)の背紋のよっ

たスコッチの背広 ･旧式の亀甲洋袴に安物の牛毛皮靴

は,文章論上の対立関係をもつ｡(4)の ｢方様｣と(5)の

｢持主｣も同様であり,ともに迎接方向は対立型の中の

対立語乳 連接方法は名詞 ･名詞的連語型である｡
.i.'■._1

(6)は｢其｣が指示語型,｢胡麻塩頭｣や｢空弁当を振垂
Ar+'り

げて｣といった語句は(3)の ｢服飾｣を受ける類概念型

の迎接とみてよいだろう｡それを ｢日本服｣で受ける
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(7)も同型ということになる｡と同時に,｢日本服でも勤

められるお身の上｣とは太政官達第65号但しむきで認

められた ｢羽織袴｣をもって背広の代用とした r判任｣

以下の軽い官職の者のことであるから,(4)の ｢方梯｣

や(5)の ｢持主｣を受ける比較型 ･対立型の適掛 こも関

わっているp

(3)は単一の連接であったが,(2),(4),(6)は2重,(5)

と(7)は3垂の連接構造を有しており,句点までの掻き

が長くなったり文構造が複雑になったりすると一般に

多重構造になりやすいようである｡
ひとtl

〔2〕(8)途上人影の椿れに成った頃.同じ見附の内
_;.f=り h′トt.の

より両人の少年が話しながら出て参った｡(9)一人は

繍 二十二三の男･M&色は巻島七分に土妃 分,ど

うも豊娘ないが.秀た眉に鹿森吉した眼付で･ズー
と押徹った鼻臥 唯怜哉口元が些と尋常でないばか

しlり
I)｡(川しかし蹄はよささうゆゑ,絵草枕屋の前に立

′l
っても,パックリ開くなど･いふ気迫ひは有るまい

こ̂ ;1こIZ ひt' やつ
か｡(ll)兎に角頚が尖って頬骨が諮れ,非道く増れて
せh
ゐる故か顔の造作がとげとげしてゐて,愛嬢気とい

ったら微塵もなし｡(12)醜くはないが何処とt,なくケ
さのA

ンがある｡(13)背はスラリとしてゐるばかりで左而巳
やせL.ヽ

高いといふ程でもか ､が,境内ゆゑ,半鐘なんとや
I}ときヽ

らといふ入関の患い呼名に緑が有りさうで,年数物
l=ヽA

ながら摺典故の存じた霜降り rスコッチ｣の服を身

に轟ッて.組紐を盤帝にした由鳥広な黒羅紗の帽子

を戴いてゐ,今一人は,前の男よりニッ三ツ兄らし

く,中肉中背で色白の丸顔,口元の尋常な所から眼

付のバツチリとした所は仲々の好男子ながら,顔立

がひねてこせこせしてゐるので,何となく品格のな

い男｡(14)黒羅紗の半 ｢フロックコー ト｣に同じ色の

｢チミ誉 ｣･前 は何か乙な縞掛 で,リマました
衣裳附,緑の巻上ツた釜底型の黒の帽子を眉珠に冠

かくし
リ,左の手を隠袋へ差入れ,右の手で細々とした杖
)it.ちで
を玩物にしなから,高い男に向ひ,

第二段落(8)は ｢みち｣の意の ｢途｣および場所を示

す ｢見附の内｣が(1)のそれを受けているから.同内容

型のうちの同一語型｡このほかにもう一つの迎接がみ

られる｡｢歩等｣がそれで,これは第一段落(1)の｢方々｣

を受ける同内容型の中の類概念型である｡(9)も頬概念

型であって,連接文は前文の ｢両人｣を受ける ｢一人｣

ということになる｡もちろん潜在型の連接である｡ま

た,｢顔色｣｢眉｣｢RR付｣｢鼻妬｣および ｢口元｣に関

する描写は,(1)の ｢頗｣や(2)の ｢髭｣などからの連想

型の連接によるものである｡｢口元｣は(10)にも意味的

には受け継がれるが,同一語型のゼロ表記になってい

る｡この一方.(10)は迎接の ｢しかし｣による明示型の

迎接構造をもっている｡

(ll)の｢頗｣｢頬骨｣｢顔 (の造作)｣は,(9)の文の人体

の部分称を受けた連想形の迎接表現とみることができよ

う｡(12)の｢ケン｣は｢顔に｣が略されての表現であるから,

(1ゆでみたような同一語型のゼロ表記のケースである｡

(13)の文は,これまでの文とは異なった連接構造を内

包しているようである｡(13)はセンテンスが長いうえ.

前半が｢少年｣のうちの背の高い男の描写,後半が｢今

一人｣の男の描写になっていて,二つの描写部分を連

用形という連接方法で迎接しているからである｡｢背｣

は(川の ｢顔 (の造作)｣を受けた連想型,｢服｣や ｢帽

子｣は(3)の ｢繭 ｣を受けた類概念型である｡｢少年｣

の被っている帽子は当時紀行の黒羅紗製だからいいと

して,スコッチの服,それも ｢摺亜鞍の存じた霜降｣

のスコッチときては,明らかに時代遅れの二級品であ

る｡この ｢スコッチ｣は(5)を受けた同一語型であると

ともIこ.(4)の ｢果物づくめ｣を受けた比較型の連接表

現でもある｡次に,(13)後半の ｢今一人｣は(8)の ｢両人｣

を受けた類概念型,｢中肉中背｣｢丸顔｣｢口元の尋常

な所｣｢眼付のパッチりした所｣は,前文の ｢背｣に対

する連想型であるのみならず,｢前の男｣に対する比

較型 ･対立型でもある｡｢色白｣も(9)の ｢蒼味七分に

土気三分｣を受けた対立型である｡

(14)はどうか｡この文は引用末尾の ｢高い男に向ひ｣

のあとは会話文が始まり,その後にも(14)の文末を締め

くくる述語はない｡従って ｢高い男に向ひ｣の後はゼ

ロ表記の述語として扱うことにする｡(14)の ｢黒羅紗｣

は前文の同一語を受けたというよりも,帽子の修飾語

に過ぎないとみるべきだが,黒羅紗であることは,こ
Ar-'I)

の男の ｢服飾｣の面での意味連接を問題にする場合に

は,意味をもってくる｡つまり,黒羅紗の半フロック

コートに同色のチョッキ,乙な縞羅紗のズボン,操の

巻上がった釜底型の黒の帽子,それに細杖とくれば,

明治20年頃の紳士のトンプ･モー ドであるばかりでな
Ar.'r)

く,(3)の ｢服飾｣や(4)の ｢異物づくめ｣を受けた類概

念型,(13)の背の高い男の二級品の ｢スコッチ｣を受け

た比較型 ･対立型の迎接に関与しているのである｡

このように,第二段落の文は第-段落のそれに比べ

ると,連接構造がいくぶん複軌 こなっており,ことに

(13)では,センテンスが長いこともあって,5重の連接

構造になっている｡実際の文章は句点文連接だけでは

ないから,語と語の意味迎接,文と文,段落と段落の

意味連接,シーンとサマリーの連接,修辞的意味と日

常的意味の連接というように,何重もの連接が行われ,
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しかも線条性という根本的な制約下で文脈は流れてい

くのである｡

3.会妊文の連捷

｢(15)しかしネ-.若し果して課長が我輩を信用してや
ゐるなら,蓋し巳むを得ざるに出でたんだ｡(16)何故

と言ツて見給へ,局貝田十有余名と言やア大層のや

うだけれども,骨腫の曲ツた茎執 こ非ざれば,iiの利

かない奴ばかりだらう｡(17)井内で,かう言やア可笑
t>つ

しい様だけれども.若手でサ,原審も些たア噛って
さJI はカ

ゐてサ,而して事務を取らせて捗の往く者と言った

ら,マア我輩二三人だ｡(18)だから若し果して信伺し
やL

てゐるのなら,巳を得ないのサ.J
A

｢(19)けれども山口を見給-,事務を取らせたら彼の
はか
男程捗の往く者はあるまいけれども,矢張免を食っ

たぢやアないかoJ
′い･一)
｢伽)彼奴はいかん 披奴は.%鹿だからいかん.J

｢(21)何故oJ
i(-

｢¢2)何故と言って,披奴は馬鹿だ,課長に向って此
ひ1= い上いi
間のやうな事を言ふ所を見[)や7,滴馬鹿だoJ

｢¢3)あれは全体深長が想いさ,自分が不備理な事を言
r4･

付けながら,何にもあんなにGfiごなしにいふこともない oJ

上記は,いずれも会話の文である｡地の文と比べ何

か連接方法に差がみられるであろうか｡(15)の ｢しかし｣

からみていくことにする｡引用部分は r浮雲Jの同曲

部であって(15)より前に会話文は存在しないものの,｢し

かし｣は逆接の連接語として(15)以前の二人の男の会話

の末尾文を受けるわけだから,作品構成論上の省略法

が使われたものと解し,文迎壊レベルの意味論上は迎ヽ

接の連接として扱うのか妥当と思われる｡それに,(15)

には他に迎接語らしいものも見当らない｡

(l馴ま｢何故と言ツて｣による迎接とみてよいだろう｡

この部分は連接機能としては ｢なぜなら｣にきわめて

近い｡従って,連接方向は補足型,連接方法は接税調

的連語型とすべきだろう｡一般に,補足型の迎接方法

には二つの型が見られ.接続詞 ･接続詞的連語型には

｢もっとも｣｢ただ｣｢ただし｣｢なぜなら｣が,副詞 ･

副詞的連語型には ｢もちろん｣｢もとより｣｢実際｣な

どがよく使われる｡

(17)は ｢其｣による迎接だから,同内容型の中の指示

語型,(18)の ｢だから｣は順接型,｢信用してゐるのな
iiZJ:
ら,己を得ない｣は,表現に若干の差異はあるものの,

や
(15)の ｢信用してゐるなら,毒し巳むを得ざる｣を受け

る｡これは,単位文を含む迎接,つまり文反復型の迎

接である｡

(1馴ま｢けれども｣が逆接型.｢事務を取らせたら･･--
JJか
捗の往く者｣は(川の ｢事務を取らせて捗の往く者｣を

受ける文反復型｡CO)は指示語型｡Cl)の連接語は｢何故｣.

迎接方向は補足型.迎接方法は副詞 ･副詞的連語型の

一位である｡

位2)は前文の ｢何故｣を受けた同一語の副詞型と ｢何
故と言って｣による補足型の接続詞的連語型の重なっ

たもの｡(16)に ｢何故と言ツて｣,C2)に ｢何故と言って｣

があるが,これはたまたま表現が同じになったという

だけであって,前の文を受けた連接とは異なる｡¢2)の

｢彼奴｣はCO)の同語を受けた同一語型｡(劫は同内容.F,]･!

の指示語型とみることができる｡

｢伽それは課技の方が或は不候理かも知れぬが,し

かし苛も長官たる者に向って抵抗を試みるなぞとい

ふな7,馬鹿の骨悦だ｡¢5)まづ考-て見給-.山口

は何んだ.属吏ぢやアないか｡¢切崩吏ならば,暇令

ひ課長の言付を候理と思ったにしろ恩はぬにしろ.

-イ-イ言って_#･通り処弁して往きや7,職分は益

きているぢやアないか｡位7)然るに披奴のやうに,苛

も課長たる者に向ってあんな差図がましい事を--｣

｢628)イヤあれは指図ぢやアない,注意サ.J
Jiつ

｢位9)フム乙う山口を弁識するネ,矢張同病相憐れむ

のか,7-アハアハ .J

伽は指示語の ｢それ｣と同一語型の ｢不健理｣およ

び ｢馬鹿｣によって,¢2).(劫と迎接しているとみてよ

いだろう｡¢5)の ｢属吏｣は前文の ｢課長｣｢長官｣と対

立関係にある対立語型の迎接,｢山口｣は¢2)の ｢彼奴｣

を受ける同内容関係にある言い換え型の連接である｡

鮒は同一語 ｢属吏｣による迎接｡即)は r然るに｣によ

って前文を,｢披奴｣によって(絢の ｢山口｣を受けてい

る｡¢8)の ｢イヤ｣やC9)の ｢フム｣は打消型の感動詞型

とでもすべきであろうか｡伽)は指示語型連接,(紬はC7)

の ｢披奴｣を ｢山口｣で受けた言い換え型の連接でも

ある｡

このような会話文を見るかぎリでは,会話文の連接

は多重型が少ない程度で,地の文による連接との追い

はあまりないといってもよいが.伽).¢9)に表われた感

動詞による打消型のような迎接は.やはり会話文らし

い受け方といえよう｡

〔3〕(30)高い男は中背の男の顔を尻眼にかけて口をつく IJr.･L とさ
紺むで仕舞ツたので強請がすこし中絶れる｡(31)錦町

へ曲り込んでニッElの横町の角まで参った時,中背

の男は不図立止って,

｢82)タか君の免を食ったのは,弔すべくまた賀すべ

しだぜ.J
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｢03)何故qJ
Utl

｢伽)何故と言って,君,足れからは朝から晩まで情
ち
婦の側にへばり付てゐる事が出来らアネ｡7-ア-

アハ qJ

｢㈲7､､､ン.馬鹿を言給ふなqJ
(:(1

ト高い男は顔に似気なく微笑を含み.さて失敬の挨

拶も手軽るく,別れて独り小川町の方へ参る｡(姻顔

の微笑が-かは-かは消え往 くにつれ,足取も次第
■)ヽl

次第に授かになって,終には虫の遥ふ様になり,
しĴ(Iり .'rト
偶然と曲をうな垂れて二三町程 も参ツた頃,不図立

止りて&'遠を晶嵐 まし,骸然として二足三足立戻ツ

て, トある横町-曲り込んで,角から三軒目の格子
い･.しl

戸作りの二階家-遥入る｡約-所に遥入ツて見よう｡

00)の ｢高い男｣は(14)の同表現を受ける同一語型,｢中

背の男｣は(13)の ｢中肉中背の--･好男子｣を受ける同

内容型の言い換え型の連接である｡これに続く(31)は前

文の ｢中背の男｣による同一語連接で,この文を句点

文に含めたのは.(14)の場合と同様の理由による｡

(32)は ｢タか｣｢君｣｢免を食った｣による連接｡｢タ

か｣は逆橡,｢君｣は伽)の ｢高い男｣を受けての言い

換え型,｢免を食ったJ (-免職になった)は(19)の同一

表現を受けた同一語型になる｡㈲ ｢何故｣と伽の ｢何

故と言って｣はCI),C2)のそれと同じ同一譜型+補足型

の連接である｡(34)の ｢君｣は(32)の同表現を受けている｡
また,(35)｢7 ､､､ン｣は ｢7ン｣の変化形とみて打

消型の感動詞型としておくことにする｡｢フン｣は ｢イ

ヤ｣や ｢イイエ｣とは文法機能が追 うので別の型とす

べきかもしれないが,型の数がいたずらに多くなるの

を避け,｢フン｣が前文の内容を骨定していない点を

重 くみて.ここでは感動詞型に含めた｡

(3馴ま同一譜型 ｢高い男｣もあるから二兎迎接になる｡

(36)は前文の ｢顔｣を受けている｡07)は前文の ｢泣入る｣

を受ける｡いずれも同一語型である｡

4.連接型と頻度

前節までに扱った連接方法の中には,説明をもう少

し加えておかねばならないものがある｡それはゼロ表

記による迎接であって,たとえば(39の ｢高い男｣は,

この文の助作主であるばかりでなく,附の動作主でも

あって,ゼロ表記の連接である｡また,07)では ｢我々

も高い男と｣のごとき語句が省略されているから,こ

れもゼロ表記の連接ということになる｡そして,この

ようなゼロ表記型は.文が煩境になるのを防ぐため,

たいていの文に使われている｡このため,いちいちゼ

ロ表記の迎接のあることを指摘しなかったが,頻度数

の攻も高いのはゼロ表記接続である｡

次に,前節までの用例に表れた迎接型と用例番号は

下記のとおりである｡連接型は.迎接方向型の後にく〉を

付して迎接方法を示した｡

順横型 く接続詞 ･接続詞的連語型〉･･････(IS)

逆接型 く同上〉--(2).(l仇 (帆 (1軌 帆.㈲
補足型 く同上)--(1飢 ¢軌 伽

同上 く副詞 ･副詞的連語型)･･････Cl),(33)

比較型 く同上)･- -(5),(7)

同上 〈名詞 ･名詞的連語型)--(13).(14)

指示語型 く代名詞型)･-･･(2),(5).CO).鋤,C4),qT).伽)

同上 く連休詞型〉-･-(6),(川

同一語型 く副詞 ･副詞的連語型)-･･･C2),伽)

同上 く名詞 .名詞的連語型〉･･････(3).(8),(13),C2),

伽).(狗,(30)～82).(35).(36)

同上 く助詞 ･動詞的連語型)--(37)

同上 〈代名詞型〉-- 伽)
文反復型 く同一文型〉-･･･(li)

類概念型 く名詞 ･名詞的連語型)--(4).(6).(8),

(9).(13).(14)

言い換え型 く同上〉--･約.0g),榊,02)
対立浩型 く同上〉･･･-(5).(7),(13),(14),脚

連想型 (感動詞型〉･･････(7),629)

同上 く名詞 ･名詞的連語型)･･････(10),(ll),(13)

打消型 く感動詞型〉･･････¢8).(39
これらの連接型の中で攻も頻度数の高いのが同一語

型 く名詞 ･名詞的連語型〉の11臥 次いで指示語型 く代

名詞型〉の7回,逆接型 く接続詞 ･接続詞的連語型)

および類概念型 く名詞 ･名詞的述語型〉の6回,対立

欝型 く名詞 ･名詞的連語型〉の5回である｡同一語型

も指示語型も類概念語型も同内容型であり,合わせる

と頻度数は24になる｡引用した文章は,逆接型や対立

型によって連接方向に変化を与えながらも,同内容型

を多用することによって,きわめて安定した洗れで展

開している,と結論づけることができよう｡

(城西大学女子短期大学部許師)
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